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市来湊の歴史文化を活かした地域の魅力創出事業 

デジタルガイド構築業務仕様書 

 

１ 業務名 

市来湊の歴史文化を活かした地域の魅力創出事業デジタルガイド構築業務 

 

２ 業務目的 

市来湊は、薩摩藩政時代に宿場町及び港町として発展し、現在も歴史的建造物、史跡、寺社、

伝統行事、焼酎文化など、多くの歴史文化資源が受け継がれている地域である。 

本業務では、市来湊及びその周辺地域に点在する歴史文化資源等について、デジタル技術を

活用して整理・可視化し、市民及び来訪者がその価値や魅力を分かりやすく知ることができる

デジタルガイドを構築する。 

また、本業務は単なる Web サイト構築業務ではなく、地域資源の歴史的背景や魅力をストー

リー性を持って発信することで、市民の郷土への理解促進を図るとともに、来訪者の周遊促進

及び地域の魅力発信につなげることを目的とする。 

 

３ 履行期間 

契約締結日から令和９年３月 25 日まで 

※履行期間内にデジタルガイドの構築、動作確認等を完了し、一般公開を行うこと。 

 

４ 業務内容 

受託者は、本業務の目的を達成するため、市来湊の歴史文化資源等の魅力を効果的に発信し、

市民及び来訪者が利用しやすいデジタルガイドを構築すること。 

なお、具体的な業務内容は次のとおりとする。 

 

（１）デジタルガイドの構築 

本デジタルガイドは、市来湊の歴史文化資源等を一体的に発信する独立した Web サイト

として構築し、利用者がスマートフォン、タブレット及びパソコン等のブラウザから閲覧

できるものとすること。 

構築にあたっては、市来湊の歴史文化資源等の魅力が伝わるデザイン及び構成とし、利

用者が各スポットの情報を容易に取得できるとともに、実際の周遊につながるものとする

こと。 

 

（２）掲載コンテンツの作成 

掲載する地域資源等は、市来湊周辺地域を基本としながら、市来湊の歴史文化や地域 

の魅力発信につながる関連資源についても対象とする。 

 掲載スポット数は 50箇所程度を想定し、掲載箇所については市が提示するものとす 
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る。 

受託者は、市が提供する資料等を基に、利用者に分かりやすく伝わるよう、掲載内容の

整理、文章の編集、ページ構成及びデザイン化等を行うこと。掲載内容については、単な

る施設説明ではなく、歴史的背景や地域資源の持つ魅力が伝わるよう工夫すること。 

なお、歴史的事実等に関する内容については、市が確認を行うものとする。 

 

（３）デジタルマップ機能 

掲載する地域資源等について、位置情報を活用したデジタルマップ機能を構築するこ 

と。 

 利用者が現在地や目的地を把握しながら、市来湊周辺地域を円滑に周遊できるよう、 

利便性に配慮した構成とすること。 

 

（４）写真撮影等 

掲載する写真については、市が所有する既存写真を活用するほか、新規掲載スポット 

及び必要に応じて撮影が必要なものについては、受託者が撮影を行うこと。 

 なお、新規撮影が必要となるスポットについては 25 箇所程度を想定する。 

撮影にあたっては、地域資源の魅力や特色が伝わるよう、デジタルガイドでの活用を考慮

した写真撮影を行うこと。 

 

（５）モデルコースの作成 

 市来湊周辺地域の歴史文化資源等を巡るモデルコースを２コース以上作成すること。 

モデルコースについては、市来湊魅力創出プロジェクト等で検討した内容を基本とし、 

受託者はデジタルガイド上で利用者に分かりやすく情報発信できるよう、構成や見せ方 

等について提案を行うこと。 

 

（６）QRコードの作成 

現地案内看板や印刷物等からデジタルガイドへ誘導できるよう、アクセス用 QR コード

データを作成すること。 

 

（７）管理・運用体制 

公開後のデジタルガイドについて、掲載内容の修正、写真の差替え、掲載スポットの追

加等が必要となった場合に、迅速かつ円滑に対応できる管理・運用体制を構築すること。 

 また、継続的な情報発信を行うため、公開後の管理方法及び更新対応の流れについて提

案すること。 

 

（８）アクセス解析 

 デジタルガイド公開後の利用状況を把握し、今後の情報発信や事業効果の検証につなげ

るため、アクセス状況等を確認できる機能を導入すること。 
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 なお、解析内容や確認方法については、継続的な運用が可能となるよう提案すること。 

 

（９）保守管理 

公開後１年間の保守管理を本業務に含めるものとする。保守管理の内容については、次

の事項を想定する。 

・システムの安定的な運用に必要な対応 

・障害発生時の対応 

・掲載内容等の軽微な修正対応 

・サーバー、ドメイン、SSL 等の維持管理 

・その他デジタルガイドの適正な運用に必要な対応 

 

また、公開後１年間の保守期間終了後も継続的な運用が可能となるよう、令和 10 年度

以降に必要となる保守管理費、サーバー利用料等の維持管理経費について提案すること。 

 

（10）システム要件 

本デジタルガイドは、利用者が快適に利用できるよう、次の事項に対応すること。 

・スマートフォン、タブレット及びパソコン等の各種端末で閲覧できること。 

・利用端末に応じて適切に表示されるレスポンシブデザインに対応すること。 

・主要な Web ブラウザで正常に閲覧できること。 

・SSL 化、不正アクセス防止等、必要な情報セキュリティ対策を講じること。 

 

（11）将来的な機能拡張提案 

本デジタルガイドを継続的に活用し、市来湊周辺地域への周遊促進及び情報発信の充 

実を図るため、将来的な機能拡張について提案すること。 

提案にあたっては、次のような内容を想定する。 

・デジタルスタンプラリーなど周遊を促進する仕組み 

・多言語対応 

・SNS 等との連携 

・デジタルサイネージ等との連携 

・AI、AR 等のデジタル技術を活用した情報発信 

・その他、市来湊の魅力発信につながる機能 

 

なお、提案内容については、導入時期、必要となる経費、運用方法等も含め、将来的

な展開を見据えた提案とすること。 

 

５ 成果品 

受託者は、本業務完了後、次の成果品を提出すること。 

（１）デジタルガイド一式 
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（２）デザインデータ 

（３）写真データ 

（４）イラスト等制作データ 

（５）操作マニュアル 

（６）サイト構成図 

（７）アクセス解析設定資料 

（８）その他市が必要と認める資料 

なお、成果品については、電子データにより納品すること。 

 

６ 著作権等 

本業務により作成した成果品の著作権及び使用権は、原則として市に帰属するものとする。 

ただし、受託者が従前から保有するシステム、プログラム、デザイン素材等については、この

限りではなく、市と受託者が協議の上、取扱いを決定するものとする。 

また、受託者は、第三者が権利を有する写真、画像、文章等を使用する場合は、必要な許諾

等の手続きを行うこと。 

 

７ 打合せ及び協議 

受託者は、市と十分な協議及び連携を図りながら業務を進めるものとし、打合せ時期は次を

基本とする。 

ア 着手時 

イ サイト構成検討時 

ウ 制作途中段階 

エ 公開前確認 

オ 成果取りまとめ時 

 

必要に応じ、本業務の遂行に必要な追加協議及び資料作成を行うものとする。 

 

８ 秘密保持 

受託者は、本業務の実施により知り得た情報を第三者に漏らしてはならない。 

 

９ 留意事項 

（１）提案内容については、市民及び来訪者が利用したくなる魅力的で分かりやすいコンテン

ツ構成であることを重視する。 

（２）単なるシステム構築ではなく、市来湊の歴史文化資源等の魅力を分かりやすく発信する

ための企画力を重視する。 

（３）受託者は、市と十分な協議及び連携を図りながら業務を進めること。 

（４）本仕様書に定めのない事項又は疑義が生じた場合は、市と受託者が協議の上、決定する 

ものとする。 
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